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　今回の展覧会では、植田正治が1984年から一年間にわたり撮影したシリーズ 
〈軌道回帰〉を中心に紹介します。 
　このシリーズは、1984年に日本ポラロイド社から発売されたポラロイド35ミリ
オートプロセスシステムを使用し撮影されました。スライドフイルムで撮影し、
小型のオートプロセッサーに通してすぐに現像できるこのシステムは、もともと
好奇心旺盛な植田の遊び心を刺激し、写真意欲をかきたてたのです。植田は前年
の3月に最愛の妻・紀枝さんを亡くし、写真を撮れないほど落胆していましたが、
このような新しい写真の技術に刺激され、あるいは依頼された撮影に取り組むな
かで、除々に多くの写真を手がけるようになっていきます。多忙な日々を過ごす
なかで、日常の風景や被写体と素直に向き合い、無言の対話を繰り返すかのよう
な行為の中から生まれたこれらの作品の数々には、植田の心象風景が幾重にも描
きだされているように思えてなりません。 
　同時期に撮影された〈風景の光景〉や〈小さい伝記〉のシリーズをあわせてご
覧いただくことにより、植田が試みた新たな写真表現とその内面に映し出された 
「もうひとつの風景」をご覧いただけることでしょう。 
 
※ご来観の際には全戸配布しています町民無料招待券をご持参ください。 

開館時間：午前9時～午後5時（最終入館は4時30分）　　 
休 館 日：毎週火曜日（祝祭日の場合は翌日） 
お問合せ：139－8000　伯耆町立植田正治写真美術館 シリーズ〈軌道回帰〉より・1984－85年 

植田正治 

〈軌道回帰〉 
内　な　る　風　景  

2006／1／28（sat.）－4／16（sun.） 

と　き　平成18年2月11日（土）12：45～16：00（開場：12：15） 
ところ　鬼の館ホール 
内　容　¡基調講演　「地域の自立～教育の役割～(仮題)」 　鳥取県知事　片山善博氏　 
　　　　¡パネルディスカッション「次世代育成～いま必要なこと～」 
その他　無料シャトルバスを、運行いたします。 
　　　　行　き：役場本庁舎（12：00発）→溝口分庁舎（12：10発）→鬼の館ホール（12：15着） 
　　　　帰　り：鬼の館ホール（16：05発）→溝口分庁舎（16：15発）→役場本庁舎（16：25着） 
 

伯耆町ＰＴＡ協議会主催　　   
問合わせ先　溝口中学校　162－1034


